
　

平
成
25
年
11
月
19
日
か

ら
21
日
ま
で
の
３
日
間
、

市
内
９
会
場
で
市
民
と
議

会
と
の
『
秋
の
懇
談
会
』

を
開
催
し
、
市
民
の
皆
様

か
ら
た
く
さ
ん
の
貴
重
な

ご
意
見
や
ご
提
言
を
頂
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
ま
と

め
、
要
望
書
と
し
て
、
３

月
14
日
に
市
長
に
提
出
し

ま
し
た
。

　
要
望
事
項

１
．
清
養
園
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
入
浴
施
設
の
継

続
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
10
月
か
ら

（
仮
称
）
岩
手
中
部
広
域

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼

働
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
い
清
養
園
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
焼

却
施
設
は
、
そ
の
役
目
を

終
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
。

　

こ
の
施
設
の
熱
源
は
、

保
養
セ
ン
タ
ー
の
入
浴
施

設
に
も
利
用
さ
れ
て
お

り
、
市
内
外
か
ら
の
利
用

客
も
多
い
。
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
の
際
に
は
、
沿

岸
被
災
者
等
へ
の
入
浴
の

提
供
と
し
て
大
き
な
役
割

を
担
っ
た
経
緯
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
ご
み
焼
却
施

設
廃
止
後
も
入
浴
施
設
の

継
続
を
求
め
る
。

２
．
公
共
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
等

の
社
会
的
弱
者
が
自
立
し

た
社
会
生
活
を
営
め
る
よ

う
、
公
共
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

　

特
に
も
、
水
光
園
の
障

害
者
用
ト
イ
レ
へ
の
通
路

が
傾
斜
し
て
お
り
、
利
用

者
か
ら
「
危
険
で
あ
る
」

と
の
声
が
あ
り
、
早
急
な

対
応
を
求
め
る
。

３
．
八
幡
市
営
住
宅
の
住

環
境
の
改
善
に
つ
い
て

　

老
朽
化
が
進
む
当
市
営

住
宅
に
つ
い
て
は
、
入
居

者
を
福
祉
住
宅
に
移
転
入

居
さ
せ
、
解
体
撤
去
を
行

う
な
ど
、
市
で
も
重
要
な

課
題
と
認
識
し
取
り
組
ま

れ
て
い
る
が
、
地
理
的
条

件
に
も
恵
ま
れ
た
同
地
区

の
有
効
活
用
に
向
け
、
よ

り
積
極
的
な
取
り
組
み
を

求
め
る
。

４
．
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
　

遠
野
市
わ
ら
す
っ
こ
条

例
を
制
定
し
、「
子
育
て
す

る
な
ら
遠
野
」
を
標
榜
す

る
本
市
に
と
っ
て
、
市
内

に
は
、
子
ど
も
を
安
心
し

て
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き

る
公
園
が
不
足
し
て
い
る
。

　

駐
車
場
も
完
備
し
、
子

育
て
支
援
に
つ
な
が
る
公

園
の
整
備
を
求
め
る
。

５
．
附
馬
牛
診
療
所
の
存

続
に
つ
い
て

　

当
診
療
所
は
、
利
用
者

の
減
少
も
あ
り
、
附
馬
牛

町
民
は
診
療
所
が
廃
止
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不

安
を
抱
い
て
い
る
。
地
域

住
民
に
と
っ
て
唯
一
の
身

近
な
医
療
施
設
で
あ
る
附

馬
牛
診
療
所
の
存
続
を
求

め
る
。

　

今
後
、
高
齢
者
世
帯
が

増
加
し
、
車
で
送
迎
し
て

く
れ
る
家
族
が
い
な
い
世

帯
の
増
加
も
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
通

院
の
た
め
の
交
通
手
段
の

確
保
に
つ
い
て
も
、
併
せ

て
要
望
す
る
。

賛 否 の 公 表

議
案
第
14
号

反
対
討
論

　

こ
の
条
例
改
正
は
、
４

月
実
施
の
消
費
税
８
％
へ

の
増
税
に
伴
う
各
種
手
数

料
、
利
用
料
の
値
上
げ
案

件
で
あ
る
。
低
所
得
者
と

中
小
企
業
ほ
ど
所
得
に
占

め
る
税
負
担
率
が
高
い
消

費
税
の
増
税
は
、
経
済
を

減
速
化
さ
せ
、
格
差
社
会

を
助
長
す
る
。
従
っ
て
、

こ
の
条
例
案
に
も
当
然
賛

同
し
か
ね
る
。

 

小
松
　
大
成 

議
員

賛
成
討
論

　

こ
の
議
案
は
、
い
わ
ゆ

る
消
費
税
法
の
改
正
を
受

け
て
地
方
自
治
体
と
し
て

の
使
用
料
及
び
手
数
料
の

改
定
等
を
や
む
を
得
ず
実

施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
消
費
税
法
改
正
そ

の
も
の
へ
の
反
対
は
、
こ

の
議
案
に
お
い
て
は
全
く

主
旨
が
合
致
す
る
も
の
で

は
な
く
、
法
を
無
視
し
た

反
対
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
反
対
は
到
底
理
解
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。

 

瀧
澤
　
征
幸 

議
員

発
議
案
第
１
号

反
対
討
論

　

昨
秋
開
催
さ
れ
た
「
市

民
と
議
会
と
の
懇
談
会
」

に
お
い
て
、
議
員
定
数
・

報
酬
に
つ
い
て
削
減
す
べ

き
と
発
言
さ
れ
た
方
は
お

ら
ず
、
大
多
数
の
方
は
現

状
維
持
で
良
い
と
の
意
見

で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
市
民
の
声
を
尊
重
す

べ
き
で
あ
り
、
定
数
削
減

に
は
反
対
す
る
。

 

菊
池
　
　
充 

議
員

賛
成
討
論

　

議
員
定
数
の
検
討
は
議

会
基
本
条
例
に
の
っ
と
り

な
さ
れ
た
。
定
数
減
に
よ

っ
て
多
様
な
意
見
が
出
に

く
く
な
る
と
の
考
え
も
あ

る
が
、
個
々
の
議
員
や
、

議
会
の
質
を
高
め
当
局
と

緊
張
感
を
持
っ
て
議
論
を

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
思
う
こ
と
か
ら
、
議
会

改
革
を
止
め
る
訳
に
は
い

か
な
い
。

 

荒
川
　
栄
悦 

議
員

請
願
第
１
号

反
対
討
論

　

医
療
費
の
現
物
給
付

は
、
安
易
な
受
診
の
助
長

に
つ
な
が
り
、
更
に
は
国

か
ら
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が

あ
る
。
市
町
村
の
関
係
業

務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
変
更

経
費
が
か
か
る
な
ど
課
題

も
あ
る
。
従
っ
て
、
医
療

費
制
度
の
改
善
に
向
け
、

あ
る
程
度
県
内
自
治
体
間

の
足
並
み
を
揃
え
つ
つ
、

実
態
や
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
等

の
検
証
作
業
や
共
通
理
解

を
深
め
て
か
ら
判
断
す
べ

き
で
あ
る
。

 

瀧
澤
　
征
幸 

議
員

賛
成
討
論

　

医
療
費
の
現
物
給
付
は
、

全
国
38
都
府
県
で
導
入
さ

れ
、東
北
で
は
岩
手
県
以
外

の
全
て
の
県
で
導
入
さ
れ
て

い
る
。
患
者
に
と
っ
て
は
、

負
担
上
限
額
分
の
医
療
費

負
担
だ
け
と
な
り
、
安
心

し
て
受
診
で
き
、
住
民
の

健
康
増
進
及
び
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
図
ら
れ
る
。

当
市
の
緊
急
的
優
先
課
題

で
あ
る
「
子
育
て
す
る
な

ら
遠
野
」
の
施
策
推
進
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
制

度
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

菊
池
　
　
充 

議
員

議　　　案　　　名
議案第14号 消費税及び地方消費税の税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

議案第22号 市道路線の廃止について

発議案第1号 遠野市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について

請願第1号 岩手県の医療費助成制度について現物給付の導入を求める請願【不採択】

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

議員氏名

萩
野
　
幸
弘

瀧
本
　
孝
一

多
田
　
　
勉

菊
池
由
紀
夫

佐
々
木
大
三
郎

菊
池
巳
喜
男

照
井
　
文
雄

荒
川
　
栄
悦

菊
池
　
　
充

瀧
澤
　
征
幸

小
松
　
大
成

織
笠
　
孝
之

菊
池
　
邦
夫

菊
池
　
民
彌

佐
々
木
　
譲

多
田
　
誠
一

安
部
　
重
幸

石
橋
　
達
八

浅
沼
　
幸
雄

議案第14号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第22号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
発議案第1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
請願 第1号 × × × × × × × × ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ×

※議長は採決に加わりません。○は賛成、×は反対　　※全員賛成、または全員反対以外は、賛否の内訳を表記します。

市
民
の
声
を
市
政
へ

 

〜
市
へ
要
望
書
を
提
出
〜新田勝見議長から本田敏秋市長に要望書が手渡された

　採決で賛否が分かれた案件の審議内容です。賛成及び反対の立場から討論がありましたので、その
要旨を掲載します。議案第14号、第22号、発議案第1号及び請願第1号以外の案件は全会一致で
可決されています。

9 8とおの議会だより とおの議会だより

3 月 定 例 会視 察 報 告


